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専門は中国法、障害法。中国を中心にアジアの障害法制を研究するとともに、現地のろう者や手話事情についても考察。中国社会科学院法学研究所客員研究員（1993年－1995年）、ワシントン大学ロースクール・アジア法センター客員研究員（2003年－2005年）。最近の著書に、『アジア諸国の女性障害者と複合差別－人権確立の観点から』（編著、アジア経済研究所、2017年）、『アジアの障害者教育法制－インクルーシブ教育実現の課題』（編著、アジア経済研究所、2015年）、『アジアの障害者雇用法制－差別禁止と雇用促進』（編著、アジア経済研究所、2012年）などがある。
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